
 

編 集 後 記 

 

 『駿河台大学論叢』55号が無事に刊行され、皆様にお届けできることを嬉しく存じます。

これも編集委員全員のご協力の賜物です。心より御礼申し上げます。今号には、さまざまな

分野からの論文や研究ノートが掲載され、充実した内容となっております。  

 

 研究を続ける時、アプローチ方法を工夫すると、新たな展望が開けることがあります。ク

ラシック音楽の「展覧会の絵」は、ムソルグスキーがピアノ曲として作曲しましたが、生前

には出版も初演もされませんでした。その後、ラヴェルが編曲したオーケストラ版で、一躍

有名になりました。ラヴェルは、管弦楽の魔術師と呼ばれ、楽器を巧みに使い、豊かな音色

を創り出しています。研究でも、一つのテーマを多面的に、粘り強く追い続けると、思いが

けない発見に出会えるのではないでしょうか。（K） 
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